
コ

ロ

ナ

に

こ

そ

危

機

自
治
体
の
役
割
発
揮
を

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
で
失
策
を
重
ね
る
一
方
、
医
療
破
壊
な
ど
の

悪
政
を
進
め
、
腐
敗
事
件
を
繰
り
返
す
自
公
政
権
に
怒
り
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
時
に
問
わ
れ
る
の
が
、
住
民
に
身
近
な
地
方
自
治
体
の

役
割
で
す
。
６
月
府
議
会
で
は
、
府
民
的
な
世
論
と
運
動
を
背
景

に
し
た
三
つ
の
意
見
書
。
決
議
が
、
い
ず
れ
も
全
会
一
致
で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。
い
の
ち
・
暮
ら
し
を
何
よ
り
も
大
切
に
す
る
府
政

へ
、
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
。

臓
民
に
審
靭

Ｆ
些
昏
司
剛
Ⅷ
僅
恩
剛
Ⅷ
剛

添
い
心
暮
曇
し
と
生
業
舅
え
る
政
治

‐

１

１

生
業
菫

る

潟

"五輪より命"と｢コロナ署名｣の呼びかけ(6月28日）

|里星 脅
通勤・通学・通院など地域の暮らしに欠かせ

ない｣R在来線。大幅減便の計画が明らかにな

り、不安と怒りの声が上がっています。

コロナ禍による利用客の落ち込みが理由に

なっていますが、それなら総工費2兆1千億円と

言われる北陸新幹線延伸計画こそ真っ先に見直

すべきです。不要・不急の大型開発推進をやめ、

｢住民の足」を守り充実させるという本来の役割

を果たすよう、知事に迫りました。

こうした論戦を受けて、減便の撤回求める決

議が全会一致で採択されました。

減便予定路線の一覧

僅緬鰯劉’瞳謹製4刺一一

●｣R京都線(高槻～京都）

､山陽線(姫路～上郡）

●大和路線(奈良～加茂）

⑧琵琶湖線(米原～長浜）

●｣R神戸線(須磨～西明石）

､赤穂線(相生～播州赤穂） など

|涯誼泰霊璽詞謹聴藺獅簡緬言轟一I覇諺噸
●北陸エリア…小浜線､越美北線、北近畿エリア

●南紀エリア･･･きのくに線~和歌山線②瀬戸内エリア

●山陰エリア…山陰線､伯備線､因美線､境線

山陰線

山陽線､瀬戸大橋線

など

※5月19日現在

≦ 、

種

採

の二つの意見書も

蓄羅、
戸

択全

eすべての建設アスベスト被害者の早期救済。解決を求める意見書

●コロナ禍で影響を受ける中小企業、個人事業主、働くひとたちへの経済対策・
緊急支援対策を求める意見書

可 ノ,Lh， -．

｢北山エリアの将来を考える会｣などによる2回目

の署名提出とアピール行動(7月2日､府庁正門前）

1万人規模のアリーナ建設など、府立植物園を中心とする文教地域を集客施

設に変える「北山エリア」開発計画。反対の世論と運動が急速に広がり、住民

団体などが呼びかけた署名は7万筆を超えました。植物園の元園長や全国の植

物園関係者も声を上げています。

府は「(植物園の）バックヤードを縮小する思いはない」と表明したものの、あ

くまでも当初計画通り推進しようとしています。儲け優先で府民施設のあり方を

歪めるやり方は許せません。抜本的な見直しを求めて引き続きがんばります。

府会議員団では勘画による活動報告を随‘霧信照l詔自篁鰻態勤灘

職日本共産党購会議員鰯 WEBhffp://www.jcp-kyoiofukqi.gr.jp E-moilgiindqnqcp-kyofofukqi.gr.jp
日本共産党府会議員団は､上記の見解を発表しました。 2021年7月号発行：日本共産党京都府会議員団発行黄任者:桝井義行TEL:075-414-5566FAX:075431-2916
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先が見えないコロナ禍だからこそ､自治体の役割が問われています。

ところが西脇知事は､北陸新幹線の延伸や左京区の北山エリアの再開発

など､東京資本の儲け最優先で､まるで国の出先機関のような有様です。

福祉の増進こそ自治体本来の役割です｡その実現に力を尽くします。

お困りごとは､なんでもご連絡ください。

いのち守る 誰一人みすてない
’全国で失敗している民間参入

北山エリア再開発計画は見直しを！

コロナ第5波を
見据えた対策の強化を
府民環境･厚生常任委員会6月26日､府立京都学・歴彩館で開催された｢京都府立大学の歴

史と役割－1万人アリーナなど北山エリア開発は何をもたらすか一」

は､会場いっぱい80人の参加で成功しました。

最初に､府立大学の長谷川豊准教授より､府立大学の歴史を紐解

きながら､今日の役割と､老朽施設の建て替えよりアリーナ建設を

優先する京都府の姿勢についての報告｡続いて尾林芳匡弁護士が、

PFI導入による全国の失敗事例と､政府が法改正を重ねてPFI等民間

参入を進めている姿勢を詳しくお話しされ､北山エリアの再開発の

問題点が指摘されました。

参加者からは､｢公共の土地や財産を民間の事業にして儲けの対

政府がワクチン接種最優先でなりふりか

まわず進めてきた結果、自衛隊大阪会場へ

京都府からバスを利用したのはわずか

925人（6月25日現在)にとどまる一方、

医療機関にワクチン供給が追い付かないな

どとして予約しても受けられない事態が予

想されるなど、大混乱を招いています。

デルタ株など第5波を見据え、正確な情

報発信高齢者・障害者施設や保育所など

戦略的なPCR検査の実施、公的責任による

ワクチン接種体制の構築のため地反疾師会

等との連携、医療機関等への支援、保健所

体制の計画的強化などを強く求めました。

’

象にするPFI事業が全国で破

綻している例があげられ､京都

府立植物園や府立大学がいま

まさにその手法で狙われてい

ることがよくわかりました｣な

どの感想が寄せられ､貴重な取

り組みとなりました。
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誕
弾
再
開
発
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府

庁

門

前

ア

ク

シ

ョ

ン

に

参

加

、
濡
韓
綴
蕊
鯛
膿

元
の
皆
さ
ん
と
懇
談

函
帷
一
躍
甥
鱸
崎
“

露示
睡 1－

窪

相
談
員
と
し
て
参
加
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墜
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堂
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浜田よしゆきでゞ
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三

6月議会では､住民運動団体､青年・学生､市町村議員などと連携して､京都府へ

の要望や申し入れと一体に､一般質問を行うことができました｡引き続き､住民要求

実現に向けて､住民運動や市町村議員団との連携を強めていきたいと思い吾

WEBOhttp://hamada-yoshiyuki .jp/ Brj
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’

き
た
か
み
原
発
ゼ
ロ
ネ
ツ
ト
の
み
な
さ
ん
と
今

老
朽
原
発
再
稼
働
に
反
対
す
る
よ
う
府
に
申
し
入
れ

老
朽
原
発
の
再
稼
働
反
対
《

学
生
支
援
、
茶
農
家
支
援
を
求
め
る

平
和
が
原
点
住
民
要
求
実
現
へ

東
奔
西
走
！

６
月
犯
日
、
き
た
か
み
原
発
ゼ
ロ
ネ
ッ
ト
の
み
な
さ
ん

が
、
京
都
府
知
事
に
「
老
朽
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
さ
れ
る

よ
う
求
め
る
申
し
入
れ
」
を
行
い
、
浜
田
府
議
も
同
席
し
ま

し
た
。
対
応
し
た
危
機
管
理
部
副
部
長
は
、
「
国
と
関
西
電

力
に
対
し
て
、
住
民
の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
に
避
難
路
の

確
保
な
ど
を
要
望
し
た
」
と
説
明
し
ま
し
た
が
、
再
稼
働
へ

の
態
度
は
明
ら
か
に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
事
は
、
老
朽
原
発
の
再
稼
働
に
つ
い
て
、
「
再
稼
働
に

関
わ
る
法
的
枠
組
み
を
国
に
求
め
て
い
る
」
と
述
べ
る
だ
け

で
、
再
稼
働
を
認
め
る
の
か
、
反
対
す
る
の
か
、
明
言
を
避

け
ま
し
た
。

学
生
へ
の
支
援
に
つ
い
て
、
大
学
へ
の
補
助
金
の
対
象
を

専
門
学
校
に
ま
で
広
げ
る
よ
う
求
め
た
の
に
対
し
て
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
部
長
か
ら
は
、
「
専
門
学
校
の
実
情
も
聞
い

て
、
検
討
す
る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

g1＝

P

§凹馴Y暦 尾朽原発の再稼働を許すな｣と、
きたかみ原発ゼロネットが宣伝行動

■■

●■

＝一

北区・上京区で12回､の

べ1300人が参加した食料

提供プロジェクト｡民青同

盟京都北地区委員会のみな

さんが､寄せられた428人

の学生の声を冊子にまとめ

ました｡浜田府議も同席し

て京都府に届け､要望を伝

えました。

垂
侭

雲§K2
可

A
一一一

I
霊t凱躍窓号f具恥u

に二三
｢戦争法廃止､憲法9条守れ｣と、

6.19市役所前集会に参加
－－－

日本共産党府議会報告
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《一醗
鋳

さ
l日本共産党府会議員亨

祐仁でゴ Lj

コロナ感染症から1年以上たちます｡京都府の対応は､国対策の枠内に終

始し､指導力も戦略もなく､公的責任を果たせていません｡府民の暮らしや

営業の実態をしっかり把握し､誰も見捨てない政治が求められています。

しを守るし■いの画地域経済を元気に

s月議会で一般質問に立ちました’
…免税業者を取引から排除する

消費税インボイス制度実施の
延期･中止を

全ての
中小業者への支援を
京都市内では、昨年12月21日からほとんど切

れ目なく時短要請が続き、飲食店等に深刻な影

響が出ています。

さらに､自粛要請の影響により､卸売･小売業、

宿泊･サービス業、製造業の事業所からも、 「お

客さんが来ない。モノが売れない。借金だけ増

える」「廃業も考えている」との悲痛な声が聞

こえてきます。

市民の暮らしを支えている事業者をつぶさ

ない底上げ策、産業政策の転換が必要です。緊

急に、持続化給付金の再支給、家賃補助等を求

めました。

京都府商工団体連合会（京商連）の久保田憲一会長が、6月定例議会

初日に、 「消費税インボイス制度実施延期・中止の意見害提出を求める

請願」に来られました。

コロナ禍で営業が危機的状況にある約500万の免税事業者に対し､「取

引排除や不当な値下げ圧力等が生じる懸念がある」として、 日本商工

会議所や日本税理士会連合会

なども､2023年10月から始ま

るインボイス制度の延期や中

止、見直しなどを要望されて

おり、京都府議会でも国への

意見害をぜひ上げてほしいと

話されました。

五

ー

蚕
ｰ

｜ －＝1 ’ 1

伝
統
地
場
産
業

後
継
者
育
成
へ
の
支
援
を

北
陸
新
幹
線
延
伸
は

ス
ト
ッ
プ
を

地
は
ま
と
も
に

答
え
ず
、
何

が
何
で
も
推

進
す
る
構
え

で
す
。
き
っ

ぱ
り
中
止
を

求
め
る
べ
き

と
迫
り
ま
し

た
。

相
も
変
わ
ら
ず
、
知
事
は
、
並
行
在
来

線
の
縮
小
や
財
政
負
担
、
大
深
度
地
下
工

事
の
危
険
な
ど
、
問
わ
れ
て
い
る
問
題
に

一
時
期
、
西
陣
織
の
若
手
の
後
継
者
が

マ
ス
コ
ミ
等
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
ま

し
た
が
、
育
成
す
る
事
業
者
へ
の
支
援
が

変
え
ら
れ
、
使
い
勝
手
が
悪
く
な
っ
た
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

後
継
者
不
足
は
危
機
的
状
況
で
す
。
機

ご
し
ら
え
か
ら
始

ま
り
、
織
物
の
組

織
、
西
陣
織
の
各

工
程
や
機
料
品
、
道

具
、
そ
し
て
西
陣
の

地
域
の
歴
史
な
ど

も
あ
わ
せ
て
学
べ

る
場
を
つ
く
る
よ

う
提
起
し
ま
し
た
。

域

活
Ｉ 動
J翻
一 鼻

P
■■■

仏

ル

南丹市議団が開催した学習会で

報告しました。

WEBOhttp://sako-yuuji.jp/
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西脇
■ 1日本共産党府会議員

ﾉ

いく子でゴ
1年半にも及ぶコロナ禍のなかで､暮らし､生業､学業など不安が尽きません。

その上に､国民よりもオリンピック優先のとんでもない政治が追い打ちを

かけています｡｢府民が主役｡暮らしといのち､生業を守りぬく施策を｣の声

に応え､引き続き頑張っています！

誰も でなし凉都府政劃｡回赤禍の雨
消費税インボイス制度実施中止に
京都府商工団体連合会など44件もの請願が
寄せられました
6月定例議会初日､京都府商工団体連合会が､｢消費税イン

ボイス制度実施延期・中止の意見書提出を求める請願｣に来

られ､原田完団長など他の同僚議員といっしょにお話しを伺

いました。

2023年10月から始まるインボイス制度は､コロナ禍で営

業が危機的状況にある零細事業者にとって､｢免税事業者に

対する取引排除や不当な値下げ圧力等が生じる懸念がある」

として､日本商工会議所や日本税理士会連合会なども､延期

や中止､見直しを

求めており､本当

に切実です｡京都

府議会としても、

国への意見書をあげてほしいと請願されました。

意見害案は今回も与党議員によって否決されてしまい､本

当に悔しい思いで一杯ですが､引き続き消費税減税の実現と

インボイス制度廃止のために頑張ります。

いま､自治体のあり方が問われる

国会閉会を受け､府議団が宣伝
17日昼､府庁前で､日本共産党の全府会議員がそろって宣 との懇談で｢売上

伝しました。 半減｣｢毎月数百

原田団長は､墓地周辺の住民などを監視する土地利用規制 万円の赤字｣との

法の強行採決について､｢京都にも多くの自衛隊墓地施設と 悲鳴が寄せられ

米軍墓地がある｡戦前に戻る法律は絶対に実施させてはいけ ており、｢地域経

ない｣と強調｡また､後手後手のコロナ対策のなか､業界団体 済､雇用守る政治の実現を｣と訴えました。

騨騨≦を,卜
個人の尊厳と

ｼtｴﾝﾀ廷･平等を！ 日本共産党府会議員団のジェンダー平等委員会が発足しました
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０
．
０
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か

買

前

の

分

加

い出しに向かうなど､ボランティアのみなさんも大忙しでした。

ツイッターで知って来たという方も複数おられ､母子家庭の方や求職中の女性

など､「この取り組みは本当にありがたい」と話しておられました｡あらためて、

長引くコロナ禍の深刻な影響を目の当たりにしました。
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１
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⑥ジWEBOhttp://www.nishiwaki-ikuko・jp/
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し子ですよ ､
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長引くコロナ禍のなか､多くの皆さんがこれからの先行きの不安､感染の不

安などなど抱えながら､生活をされているのではないでしょうか？

そんな時に､オリンピックなどとんでもありません｡｢オリンピックよりコ

ロナからいのちを守れ｡暮らしを守れ｣と､皆さんとご一緒に声を上げて頑張

Ⅷ率.http:"卿…………o.jp,⑥『
ります。

●

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や

訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
も

定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

京
都
府
の
「
生
活
保
護
の
し
お
り
」
の
改
善
を

必
要
な
人
が
き
ち
ん
と
生
活
保
護
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
も
、
行
政
の
「
し
お
り
」

は
大
切
で
す
。
と
り
わ
け
京
都
府
の
「
し
お
り
」

は
、
福
祉
事
務
所
の
お
手
本
に
な
る
よ
う
な
も
の

で
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

現
在
の
「
し
お
り
」
に
は
生
活
保
護
へ
の
誤
解

を
与
え
る
表
現
が
含
ま
れ
て
お
り
、
委
員
会
で
改

善
を
求
め
た
と
こ
ろ
、
担
当
者
は
「
今
後
も
誤
っ

た
情
報
を
与
え
な
い
よ
う
に
改
善
し
て
い
き
た

い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

介
護
現
場
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発

生
し
、
利
用
者
も
事
業
所
も
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
た
ち
も
、
大
変

な
思
い
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
入
所
施
設
だ
け
で
な
く
、
通
所
施

設
で
の
定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
実
施
を
求
め
、
そ
の
後
、
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

あ
な
た
の
願
い
に

寄

り

添

っ

て

臥

一

ト
ピ
ッ
ク
ス

コロナ禍から府民のいのち･暮らし・

生業と雇用を守る緊急要請署名行動

■』

Ｉ

南区で初めての食料支援プロジェクトが

開催されました。

6月20日､六孫王会館をお借りして、

民青同盟や南灰牛活と健康を守る会の

主催で実施されました。

善意のお米やラーメン､野菜､ジュー

スや漬物､現金などのカンパが市民の

みなさんから多数寄せられました。
京都性暴力被害者ワンストップ

相談支援センター(SARA)と懇談

日本共産党府議会報告
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■■

⑪

自
侭

元 です
6月定例議会の代表質問で､終盤国会で深夜に強行された土地利用規制法の

問題､コロナ対策と暮らしの問題､京都の経済､農漁業､消費税問題とインボイ

ス問題等々､府民の暮らしに寄り添った府政の実現めざして質問しました。

引き続き頑張ります。､理

WEBOhttp://harada-kan・jp/
ハ

‘ ’

地
域
経
済
の
振
興
に

代
表
質
問
一

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
市
民
に

寄
り
添
っ
た
政
治
へ

丹
後
に
一
筋
の
光
明

刀
剣
作
家
の
若
者
が
丹
後
に
移
住
で

緊
急
小
口
資
金
や
総
合
支
援
資
金
の
特
例
貸
し
付
け

は
、
利
用
が
多
く
１
兆
円
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

住
民
税
非
課
税
世
帯
は
返
済
免
除
措
置
が
あ
り
ま
す

が
、
課
税
世
帯
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
課
税
世
帯
も
非
課
税

世
帯
も
、
同
じ
よ
う
に
厳
し
い
家
計
状
況
で
借
り
て
お
り
、

苦
し
さ
は
一
緒
で
、
返
済
が
生
活
苦
へ
つ
な
が
り
ま
す
。

課
税
世
帯
の
免
除
措
置
を
、
府
と
し
て
生
活
保
護
基
準

の
１
．
５
倍
、
１
．
８
倍
な
ど
と
設
け
る
よ
う
求
め
ま
し

た
が
、
知
事
は
「
国
に
要
望
し
て
い
る
」
と
答
え
る
だ
け
で

し
た
。
府
独
自
の
免
除
制
度
実
現
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

東
京
で
刀
剣
作
家
と
し
て
修
業
し
て
い
た
若
者
３
人

組
が
、
京
丹
後
市
丹
後
町
に
移
住
し
て
、
刀
工
の
工
房
が

い
よ
い
よ
動
き
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

刀
剣
作
家
と
し
て
表
彰
さ
れ
て
い
る
有
望
な
若
者
達

で
、
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
移
住
に
関
わ
り
、
資
金
繰
り
や

ら
行
政
支
援
や
ら
で
相
談
を
受
け
、
実
現
し
ま
し
た
。
今

後
の
丹
後
の
有
望
株
の
出
現
に
期
待
し
、
応
援
し
て
い
き

ま
す
。

熱
い
思
い

伊根漁港を視察

露天商の組合役員と交流域 動
｜
幡

聯か きい
羅

凪
鼎

幽

ー

日本の文化として､祭礼やイベントの華と言うべき露店には、 小さな子ど

もから大人まで､ワクワクさせられます｡ノスタルジー､郷愁､懐かしさが

識IWE)椀 婁'碑｡_）
あり､その賑わいは私たちの暮らしの潤いとなっていると思います。

その露天商を束ねる露天商組合の方々とお会いして､ご苦労の話などを

お聞きし､楽しく交流しました｡新たな人々との交流がひろがっています。

日本共産党府議会報告
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1日本共産党府会議員
■■

■■ けい子です－I I

し
皆さん､体調はいかがですか｡コロナ収束の見通しが立たないなか､暮らし、

経済､大変です｡府議団では､日曜・祝日も毎日午後5時まで､電話相談を受け

つけています｡｢誰一人置き去りにしない！」「コロナ禍から府民のいのちと暮

らしを守る！」の決意で頑張っています｡お困りごとはお気軽にご相談を！

盾識蓉 ！い
イ

、

コロナ禍から宿泊療養施設の医療.看護
いのち守れ! PCR検査､ケノム解析検歪
第5波への危'貝が出されています。宿泊療養施設での患者死亡という事態を受

けて、二度とこうした悲劇を生まないために、入院墓準等の見直し、必要な医療．

看護の体制強化を求めました。

また、京都府保健環境研究所で、インド由来の「デルタ株」を確認するゲノム

解析の検査が開始されました。府議会の危機管理．建設交通常任委員会で求めて

いたものです。

高齢者、障害児・者施設等で働く職員のPCR検査について、入所施設に加え、

通所施設にも拡充されました。エッセンシャルワーカー全体も視野に入れて、定

期的な検査などの方針も明確にして取り組むよう求めました。

宿泊療養施設の医療･看護の体制強化

PCR検査､ゲノム解析検査の体制強化へ

6月臨時議会で討論

日本共産党京都府議会議員団ジェンダー平等委員会が発足！

蕊蕊
常
盤
野
学
区
一
部
取
り
残
さ
れ
て
い
た
地
域
で

の
ご
み
の
各
戸
収
集
実
現

堀
池
町
内
会
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
て

嵯
峨
野
学
区

通
学
路
の
安
全
対
竺
平
上
ハ
反
田
橋
周
辺

地
域
子
ど
も
見
守
り
の
皆
さ
ん
と
と
も
に策

高

口 ﾖﾉu ■■

住
み
よ
い
右
京
の

ま
ち
づ
く
り
！

地
域
の
皆
さ
ん
と

願
い
実
現
へ

⑥ジhttP5://Shimadakeiko net
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1 ，

暑さも本番。お元気でお過ご､しでしょうか？ コロナ禍の下、 「仕事と

収入が減って大変。いのちと暮らし､営業を守れ！」とがんばっています。

みなさんの声をお寄せください。姿呵．

I

日本共産党府議会議員
ノ
ｰ

L

まり子でゴ
』

』
ダ 1

寄 』

ローーーーーーー ローーー－－一一－－
~

声、届けてがんばります！みなさんの声、

§肖費税ｲｼﾎｨｽ制磨は
中止･廷鞠(二！

専IC,して学柳絢'1
定期的P(R検査､学管値下げ巻

中小業者・

フリーランス
学生

「安心して大学で学べるよう､定期的なPCR検査を｣と､市立

芸大などの学生有志が約500名の署名を集めて府議会に陳情。

また､学費無償化をめざす学生団体FREEとも懇談｡｢バイトが

今年10月から登録が始まる消費税インボイス制度は､免税

業者を取引から排除する圧力となるため､零細業者やフリーラ

ンス､農家などにとって死活問題です｡京商連などが呼びかけ

できず､収入が途絶えて

学生生活が続けられな

い｣｢大学施設を使えな

いのに学費が高すぎる」

など､切実な声が寄せら

れました。

た中止・延期を求める

請願は44団体にも広が

り､紹介議員としてみな

さんの願いを届けまし

た。

＄二画
函

柾

露

鎖さな､'ためい妾援乞文化の灯

音楽・演劇・映画・美術など文化関係者のみなさんが、コロ

ナ危機の下にある文化芸術への支援を求めて、知事への要望

書と議会への陳情を提出。懇談し、 「ほとんどのイベントが中

止になり、収入ゼロ。食べていけないl 「昨年度のような幅広

いジャンル、プロ・アマ問わず支援する補助制度の再創設を」

｢文化に触れる機会が失われている子どもたちを対象にした公

演や支援策を」などの要望をうかがいました。

｢横断歩道の安全対策を」 基地の周りは監視対象!？
もづめ･マンダイ樫原店前 ～土地利用規制法の具靴ゆるさない！

「車が多く危険。高齢者やベピー

カーも安全に渡れるようにしてほし

い」との声が寄せられ、河合市議ら

とともに西京警察署に、横断歩道の

修繕や歩行者用信号設置を要望。横

断歩道の修繕が行われ、今後、標識

の設置、路肩の補修など予定されて

います。

I
躯秘！

~■r

憾

⑥ジWEBOhttp://www.narumiya.info/
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II こうへいでゞ＆．
北陸新幹線延伸や｢北山エリア｣開発に固執しながら､コロナ対策は国追従

を続ける府政を大本から転換し､コロナ禍で見えてきた矛盾を解決し｢府民の

いのちと暮らしを守る｣府政を実現するために､改めて力を尽くします。

h WEBOhttp://baba-kohei.jp/⑥ジ

~

Ｇ
二

現
場
の
声
と
力
で
府
政
を
動
か
す

|議会報告

す
べ
て
の
ア
ス
ベ
ス

迅
速
な
補
償
を
！

コ
ロ
ナ
禍
か
ら

暮
ら
し
を
守
る
府
政
に

コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
収
入
が
減
少
し
た
皆
さ
ん
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
緊
急
小
口
融
資
な
ど

の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
返
済

に
つ
い
て
は
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
は
免
除
さ
れ
る

も
の
の
、
そ
れ
以
外
に
は
減
免
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。
１
年
以
上
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
苦
し
む

府
民
の
生
活
を
支
え
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
不
十
分

で
す
。
常
任
委
員
会
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
も
取
り

上
げ
、
府
独
自
の
返
済
免
除
措
置
を
求
め
ま
し
た
。

「
す
べ
て
の
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
早
期
救

済
・
解
決
を
求
め
る
意
見
書
」
が
全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
京
都
で
建
設
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
が
始

ま
っ
て
加
年
。
意
見
書
可
決
の
背
景
に
は
、
長
年
の

闘
い
と
運
動
が
あ
り
ま
す
。

被
害
者
の
中
に
は
判
決
を
聞
く
こ
と
な
く
亡
く

な
っ
た
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の
ア
ス

ベ
ス
ト
被
害
者
が
迅
速
に
救
済
さ
れ
る
た
め
に
、
裁

判
に
よ
ら
ず
に
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
制

度
の
創
設
が
急
が
れ
ま
す
。

卜
被
害
へ

璽一
､ ／

対雄述/上

＝

Ｌ

貝

殉

ヨ

レ
諏

里

〆／
ﾄユ

鱈"ー1－参

←

漣
ざ

一巡＝一 一＆E、

議員団では土日も電話対応していますアスベスト訴訟原告からの聞き取り

一 1

画砺宵目3

G年越しの
設
置
が
決
定
し
、
喜
ぶ
住
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

エレベーター設清へ
小栗栖西団地の31棟で､住民の皆さんの署名と議会論戦が

ついに京都府の重い扉を開きました｡他の棟と同じような設

置方法では設置が難しいとされてきたなか､5階建ての4階

までの設置という特殊な形での設置が決まり、いよいよ工事

が始まります。

日本共産党府議会報告

議会報告



日本共産党府会議員
■

山 ひででゞひの
今年度から刻上・教育常任委員会の所属となりました｡これまでから訴えてきた、

コロナ禍の子どもたちや学生への支援など､いっそう力を尽くします。

WEBOhttps://twitter.com/nishiyamanobu"

学生

食
材
・
日
用
品
支
援
へ
の
補
助
を
実
現

５
月
臨
時
議
会
で
、
大
学
が
学
生
向
け
に
実
施
す
る
食

材
・
日
用
品
を
配
布
す
る
取
組
や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
対
し
て
、

府
が
半
額
を
補
助
す
る
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
私
が

２
月
議
会
の
一
般
質
問
で
、
食
材
提
供
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
て
い
る
学
生
の
実
態
を
紹
介
し
た
上
で
、
提
案
し

て
い
た
も
の
で
す
。

食
材
提
供
支
援
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
学
生
や
地
域

の
方
の
運
動
に
よ
り
実
現
し
た
重
要
な
一
歩
で
す
。
引
き

続
き
、
給
付
型
奨
学
金
や
全
学
生
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
実
施

な
ど
、
さ
ら
な
る
支
援
の
実
現
へ
が
ん
ば
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
・
東
霜
害

二
重
苦
克
服
へ
支
援
を

願
い
実
現
へ
全
力
・
奮
闘

４
月
に
冷
え
こ
ん
だ
影
響

で
、
南
部
で
お
茶
の
東
霜
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
地
域
に

よ
っ
て
は
３
年
連
続
被
害
と

な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
と

合
わ
せ
た
二
重
苦
で
、
「
も
う

茶
業
を
続
け
ら
れ
な
い
」
と

い
う
農
家
の
声
を
聞
き
ま
し

た
。
さ
っ
そ
く
南
部
市
町
の

議
員
団
と
一
緒
に
、
緊
急
対

策
を
実
施
す
る
よ
う
府
に
申

し
入
れ
ま
し
た
。

茶の被害調査

学生団体･FREE京都との懇談市町の議員団とともに申し入れ

ロ■■■■

で給付金など相談
長引く時短要請のもと､伏見区内の商店街で｢最初は協力金なんていらない

と思っていたが､今からでも大丈夫か｣などの相談が寄せられ､申請の支援に

取り組んできました｡議会では支給が一刻も早く届くよう訴えています。

~

日本共産党府議会報告



谷水
1日本共産党府議会議員’

議
修です ⑥剛

危機管理・建設交通常任委員､府営水道経営審議会委員､宇治市農業委員会

最適化推進委員､宇治市都市計画審議会委員､宇治市社会福祉協議会評議員。

大戸川ダムより堤防強化など安全対策を
国土交通省は､｢淀川水系河川整備計画｣を､大戸川ダムの

建設を盛り込んだものに変更｡同省出身の西脇知事もこれを

推進しています。

大戸川ダムは治水効果もほとんどない上､ダム下流の水害

の危険性があり、また穴あきダムであることから､ダム湖の

動植物の死滅問題など環境破壊力蝶刻なダムです。

さらに､堤防がI危弱な宇治川や木津川などに､これまで以

上に大量の水を流す変更であることから､極めて危険な計画

です。

国は､総事業費1080億円(うち京都府負担129億円)につ

いて､増額の可能性力塙いことを明らかにしています。

ダム建設でなく､堤防強化や森のダム､田んぼダム､遊水

池､｢ゆっくり流す｣河川整備､避難施設・体制充実など真の

｢流域治水｣に転換するべきです。

9年前の水害現場(志津川)を地域のみなさんと調査

大型開発より
暮らしを優先すべき

京都南部の消防指令の統合を狙う
消防力強化こそ重要

6月府議会て､2025年以降の早い時期に､京都

市の指令センターに府南部の消防指令を統合させ

ようとしていることが明らかになりました。

政府は､自治体常備消防の体制強化を放棄し､｢消

防の広域化｣て安上がりの消防にしてしまおうとし

ています。

消防指令は､単に消防車などを配車するだけでな

く､事案ごとにどの車両と隊員を現場に向かわせる

のかを決める､消防の指揮の中心をなす業務です。

住民のいのちに関わる消防体制を弱体化させるこ

とは許されません｡人員・車両など体制強化こそ急

務です。

政府・自民党と西脇知事は､2023年の新名神全線開通､北陸新

幹線着工に合わせ､大型開発を強引に進めています。

古川流域は内水氾濫常襲地域です｡その上流の城陽東部丘陵地

は砂利採取跡地で､不法に埋めた再生土を撤去せず､また違法に

切り裂いた保安林を回復もせず､京都府と事業者が開発しようと

しています｡そもそも砂れき質の土地で､降った雨のほとんどが

地下に浸透していて､コンクリートとアスファルトで覆えば下

流でのj嗜の危険性力塙まります｡久御山では41haの農地を新市

街地開発､宇治市でも巨椋池を潰して物流開発を進めようとして

います。

コロナ禍で､暮らしと経営がたいへんで、コロナ対策に行政が全

力上げなければならない時に､コロナより大型開発を優先している

ことは大間違いです。

日本共産党府議会報告



日本共産党京都府議会報告

l日本共産党府会議員

よしみです
コロナ禍で不安な毎日を過ごしている府民の願いに応える政治の役割が問

われています｡京都府は､北陸新幹線延伸や北山エリア開発など､不要不急の開

発を中止し､今こそ､コロナから｢いのち・暮らしを守る｣施策にきりかえるべ

きです｡たいへんな現場の声をしっかり届けたいと思います。

あ感だの嘘恥起しっか切願政睦届けます。
6月議会で一般質問を行いました 第5波に備え､安心できる

医療体制を！コロナ禍におけるケア労働者の
処遇改善を！

新型コロナ感染症の患者さんが、在宅や宿泊

施設で医療を受けることなく死亡に至る事象が

5月に2件ありました。容体を正確に把握し、

必要な医療へつなげることが出来なかったこと

は重大です。

行政の責任として、 「救える命が救えなかっ

たことの反省の上に立って、安心できる医療体

制の強化を！」と求めました。

介護現場や、保育・福祉現場で頑張っておられるヘルパーさ

ん､保育士さん､福祉士さん達から､現場の大変な実態をお聞き

しました。 「三密を避けられない。感染の不安で職場をやめて

いく人がある。人手不足のなか、コロナ感染予防対策を講じな

がら頑張っている。しかし、一方で社会的評価も低く賃金が低

い｣など課題は山積みです。

「かけがえのないケア労

働者のみなさんの処遇改

善､危険手当やPCR検査、

ワクチン接種を！そして安

心して働けるように！ 」と、

京都府の対策強化を求めま

した。

｢いのち･暮らし･生業と雇用を守る署名｣のよびかけ

か
な
ら
な
い
か
」
と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
、

現
地
調
査
を
行
い
、
山
城
北
土
木
事
務

所
に
ゴ
ミ
の
撤
去
を
求
め
ま
し
た
。

大
谷
川
は
勾
配
が
緩
く
、
雨
水
期
以

外
は
水
の
流
れ
が
悪
く
て
泥
や
ゴ
ミ
が

溜
ま
り
や
す
く
、
河
川
周
辺
住
民
か
ら

は
常
に
、
淺
渓
（
し
ゅ
ん
せ
つ
）
の
要
望

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
悪
臭
や
害
虫
を

発
生
さ
せ
、
流
れ
を
阻
害
す
る
雑
草
の

撤
去
が
必
要
で
す
。

土
木
事
務
所
は
調
査
の
上
ゴ
ミ
の
撤

去
を
約
束
し
ま
し
た
。
淺
渓
に
つ
い
て
は

罫
引
画
的
に
進
め
る
」
と
い
う
回
答
で
し

た
が
、
ひ
き
つ
づ
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

「
大
谷
川
に
ゴ
ミ
が
溜
ま
っ
て

い
て
、
臭
い
も
ひ
ど
い
。
何
と

大
谷
川
を

き
れ
い
に
し
て

大谷川ゴミ調査

⑥WEBOhttp://www・yosimi net/



京都市内･乙訓版X

府会議員団作成の動画を

ぜひご覧ください

▲

大
型
開
発
や
め
、

暮
ら
し
●
福
祉
の
充
実
を
最
優
先
に

仁和寺門前ホテル計画は

見直しを
世界遺産･仁和寺門前の大規模ホテル計画で、

歌手の加藤登紀子さんらが呼びかけた見直しを

求めるアピールに､1,000人を超えて賛同が寄せ

られました｡京都弁護士会も､｢特例許可｣は認め

られないとする意見害を出しました。

「もうホテルはいらない｣－まちこわしを許

さない声をさらに広げましょう。
■■■■■■■■

担

忍牙

曇 一両▽顎
ｰ 型

追蕊･口

ホテル建設予定地

京
都
市
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨

て
に
「
怒
り
の
集
会
」
（
７
月
２
日
）

向
日
が
丘
支
援
学
校
に

引

き

続

き

寄

宿

舎

を

誰
も
が
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
乙
訓
へ

す
べ
て
の
子
ど
も
に
伸
び
ゆ
く
権
利
を

保
障
す
る
の
が
支
援
学
校
。
自
立
を
支

え
る
寄
宿
舎
の
役
割
は
、
文
部
科
学
省
も
認
め
て
い
ま
す
。
存

続
・
発
展
を
求
め
る
２
万
筆
も
の
署
名
を
無
視
し
、
廃
止
を

強
行
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
重
大
で
す
。

乙
訓
地
域
全
体
の
問
題
と
し
て
考
え
て
も
ら
お
う
と
、
全

戸
ビ
ラ
を
作
成
し
ま
し
た
。
寄
宿
舎
存
続
に
向
け
て
、
関
係
者

の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。

霞

山
科
区
議
会
報
告
会
で
府
政
報
告

（
４
月
副
日
）

’
‐可

月臨時会で今年度5 の所属委員会等が決まりましたので紹介します。

霞騨鰯鴬 蝉’
西脇いく子(京都市下京区）

農商工労働常任委員会､府民の

安心･安全な暮らしに関する特別
委員会 鱈

ばばこうへい(京都市伏見区）
府民環境･厚生常任委員会､魅力
ある地域づくりに関する特別委
員会

曾 畳
さこ祐仁(京都市上京区）
農商工労働常任委員会､文化･ス
ポーツ振興対策特別委員会

みつなが敦彦(京都市左京区）

議員団幹事長､府民環境･厚生常
任委員会､新技術を活用した社会
創造特別委員会

安

委

の

別

民

特

府

る

、

す

桐
一
睡

Ｕ

任

ら

み
常
暮

し
育
な

よ
教
全

下
化
安
会

森
文
心
員

勇

~

零 鼠
島田けい子(京都市右京区）

議員団副団長､府民環境･厚生常

任委員会､魅力ある地域づくりに
関する特別委員会

、

誼

Ⅱ

Ⅱ

ｊ

会

嬬

員

造

ｊ

委

創

岬

鐸

》

》

》

認

く

理

を

嘩

確

称

》

息浜田よしゆき(京都市北区）

危機管理･建設交通常任委員会、

子育て環境の充実に関する特別
委員会I

成宮まり子(京都市西京区）

議員団政策調査会長､総務･警察
常任委員会､文化･スポーツ振興
対策特別委員会鼠難纒 ④ 噂

西山のぶひで(京都市伏見区）

文化･教育常任委員会､子育て環
境の充実に関する特別委員会

可

F



南部版Z

琴蒸難議饗襄雪零県
配です。

城陽市の古川流域は内水氾濫常雲地域で、9年前にも大規模水害

に見舞われました。その上流の山砂利採取跡地では、不法に埋め立
一－

てた再生土を撤去せず､違法に切り裂いた保安林も回復しないまま、

東部丘陵地開発を進めようとしています。砂れき質の土地をコンク京都府南部豪雨(2012年B月)における浸水状況
（｢城陽市防災ﾌｯｸ｣より）

ﾘｰﾄとアスファルトで覆えば､下流での水害の危険が高まります。

巨額の投資と維持コストの自治体支出は､結局住民の負担になります｡コロナ対策に全力をあげるべき時に、

大
型
開
発
や
め
、

暮
ら
し
●
福
祉
の
充
実
を
最
優
先
に

大型開発優先は大間違いです。

『

府会議員団作成の動画を

ぜひご覧<ださい
S年連続の東霜害
一ダブルパンチを受けた

茶農家への支援を

ホテル・料亭との取引減などで大打撃を受けてい

る茶農家に､4月の冷え込みによる東霜害が追い打

ちをかけました。地域によっては3年連続の被害と

なっており、コロナ禍とあわせた二重苦で、 「もう茶

業を続けられない」などの切実な訴えをお聞きしま

した。

市町の議員団と一緒に京都府への申し入れを行

旨蕊房墓駕露

墨
助､収入保険の改善、

凍霜被害への抜本対

策などを求めました。

~

＝
更

』

『存知で”､?』
＝

kー

ゴー

茶農家を訪問して

被害実態を調査(5月1日）

■

’5月臨時会で今年度の所属委員会等が決まりましたので紹介します。

心

酬

Ⅱ

羽

壼

纈

委

壺

認
識
蝿

中

警

く

諦
務
輯

髄
》
》
会

田
員
力
員

原
議
魅
委
一

鼠
櫛

西脇いく子(京都市下京区）

農商工労働常任委員会､府民の

安心･安全な暮らしに関する特別
委員会

ばばこうへい(京都市伏見区）
府民環境･厚生常任委員会､魅力

ある地域づくりに関する特別委
員会

長

鰯 畳
さこ祐仁(京都市上京四
農商工労働常任委員会､文化･ス
ポーツ振興対策特別委員会 負

みつなが敦彦(京都市左京区）

議員団幹事長､府民環境･厚生常

任委員会､新技術を活用した社会
創造特別委員会

森下よしみ(八幡市）
文化･教育常任委員会､府民の安

心･安全な暮らしに関する特別委
員会

零 鼠
島田けい子(京都市右京区）
議員団副団長､府民環境･厚生常

任委員会､魅力ある地域づくりに
関する特別委員会

、

釦

Ⅱ

Ⅱ

ｊ

毒

嬬

ｊ
委
鑛

町

任

会

鋤
群
社

榔
罐
識
》

恩浜田よしゆき(京都祠上区）

危機管理建設交通常任委員会、

子育て環境の充実に関する特別
委員会！

西山のぶひで(京都市伏見区）

文化･教育常任委員会､子育て環
境の充実に関する特別委員会

安

委

の

別

ｊ

民

特

区

府

る

輝

会

す

詞

率

唖

詔

譲

琴

し

育

な

よ

教

全

岫

馳

罹

壼

鼠

④
成宮まり子(京都市西京区）

議員団政策調査会長､総務･警察
常任委員会､文化･スポーツ振興
対策特別委員会

蘭
劃

可

F
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■

ネ
ッ
ト
と
な
る
べ
き
収
入
保
険
に
つ
い
て
、

負
担
軽
減
と
加
入
促
進
を
求
め
ま
し
た
。

定
置
網
へ
の
支
援
が
実
現
し
て
喜
ば
れ
て

い
ま
す
が
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
規
制
へ
の

対
応
な
ど
も
あ
り
、
補
助
制
度
の
恒
久
化

な
ど
施
策
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
会
議
員
団
と
連
携
し
て
国
に
求
め
る
と

と
も
に
、
新
規
就
労
者
支
援
な
ど
府
独
自
の

漁
業
振
興
策
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

米
価
下
落
と
減
反
拡
大
で
農
家
経
営
が
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
り
、
耕
作
放
棄
地

が
さ
ら
に
広
が
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
余
剰
米
は
人
道
支
援
な
ど
に
活
用
し
、
市

場
か
ら
隔
離
し
て
米
価
の
安
定
を
図
る
べ
き
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
農
家
の
セ
ー
フ
テ
ィ

｜
鵬
鵬
鰡
認
雑
洲
鴫
耀
榔
蠅
鯉
膝
都
援
を

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
観
光
客
の
激
減
に
加
え
、
舞
鶴
で
の
造
船
大
手
の
撤
退
な
ど
も

重
な
り
、
京
都
北
部
の
地
域
経
済
は
と
り
わ
け
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

原
田
完
議
員
の
代
表
質
問
で
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
、
知
事
の
認
識
を
質
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
丹
後
織
物
の
若
手
の
挑
戦
を
後
押
し
す
る
施
策
と
し
て
、
受
注
開
拓

と
仕
事
お
こ
し
の
支
援
、
生
活
保
障
と
あ
わ
せ
た
後
継
者
支
援
制
度
な
ど
を
提
案
。

固
定
費
補
助
な
ど
の
中
小
企
業
支
援
と
あ
わ
せ
て
、
地
場
産
業
を
支
え
る
総
合
的
な

支
援
を
求
め
ま
し
た
。

晒
域
の
願
い
実
鵬
仏

地

の

い

声
を
あ
つ
め
て

共
同
ひ
ろ
げ
る

ベ

、、

大型定置網を営む伊根浦漁業株式会社を

訪問し､漁業をめぐる課題や要望をお聞き

しました｡(5月15日）

錫 Z

ムダと環境破壊の

北陸新幹線延伸は中止せよ
大規模風力発電計画
暮らし･自然守る仕組みを

反対の世論が広がっているにもかかわらず､知事は

山積する問題に目をつむり、何が何でも推進しようとし

丹後半島山間部への大規模風力発電所の計画が明らかになりまし

た。巨大な風車(羽の直径は最大136メートル)を27基設置する

計画で、造成工事などにとも

なう環境破壊が心配されま

す。事業者は府の「再生可

能エネルギーの導入等促進

プラン」を参考にしたとして

おり、京都府には住民の不安京丹後市議団とともに予定地周辺を視察
に向きあう責任があります。 （6月12日）

ています。リニア新幹

線に反対を貫く静岡県

知事などとは大違いで

す。南丹市議団が開催

した学習会で迫議員が

報告し、さらなる運動を

呼びかけました。

、

世

一

口 ー

尋

’ ’5月臨時会で今年度の所属委員会等が決まりましたので紹介します。

、

Ⅱ

Ⅲ

ｕ

壼

搦

委

壺

画
報
輯

京

察

馴

中

警

く

市
務
輯

諭
》
鋤
会

田
員
力
員

原
議
魅
委

霞
⑬騨磯曇‘ 噂』&、‐

ばばこうへい(京都市伏見区）
府民環境厚生常任委員会､魅力
ある地域づくりに関する特別委
員会

霞 畳
みつなが敦彦(京都市左京区）

議員団幹事長､府民環境･厚生常
任委員会､新技術を活用した社会
創造特別委員会

さこ祐仁(京都市上京区）

農商工労働常任委員会､文化･ス
ポーツ振興対策特別委員会

偽
森下よしみ(八幡市）
文化･教育常任委員会､府民の安
心･安全な暮らしに関する特別委
員会

島田けい子(京都市右京区）

議員団副団長､府民環境･厚生常
任委員会､魅力ある地域づくりに
関する特別委員会

~ ~

霞
－7 鼠

浜田よしゆき(京都市北区）

危機管理･建設交通常任委員会、

子育て環境の充実に関する特別
委員会

、
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西山のぶひで(京都市伏見区）
文化･教育常任委員会､子育て環
境の充実に関する特別委員会鼠撰議繼 闇

成宮まり子(京都市西京区）

議員団政策調査会長､総務･警察
常任委員会､文化･スポーツ振興
対策特別委員会
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